
第
71
回
定
期
地
方
大
会
が
９
月
22
日

に
10
時
よ
り
地
本
会
議
室
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

代
議
員
は
、
10
時
現
在
、
11
名
中
８

名
の
出
席
で
大
会
が
成
立
し
た
こ
と
が

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に
石
川
代
議
員
選
出

大
会
は
、
代
議
員
、
職
協
代
表
な
ど

全
員
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
職
場
の

問
題
点
、
組
織
拡
大
や
安
全
問
題
な
ど

発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

藤
井
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
が

あ
り
議
長
選
出
で
は
石
川
代
議
員
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
あ

い
さ
つ
が
あ
り
、
方
針
案
の
提
案
や
財

政
関
係
の
提
案
な
ど
あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
本
部
か
ら
渡
辺
執
行
委
員
が

出
席
し
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
で
は
、
日
本
共
産
党
・
県
委
員

会
・
田
中
副
委
員
長
、
新
社
会
党
・
岡

村
書
記
次
長
、
退
職
者
組
合
か
ら
儀
籐

事
務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
あ
い

さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

儀
籐
事
務
局
長

あ
い
さ
つ

退
職
者
組
合
・
儀
籐
事
務
局
長
か
ら

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
元
地
本
委
員
長
の
守
橋

さ
ん
の
じ
ん
肺
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
今
年
の
３
月
に

決
着
し
た
。
JR
東
日
本
に
対
し
て
起
こ

し
た
が
、
じ
ん
肺
が
発
生
す
る
よ
う
な

作
業
内
容
、
環
境
で
は
な
い
と
言
っ
て

認
め
な
い
。

し
か
し
、
職
場
は
国
鉄
当
時
か
ら
変

わ
っ
て
い
な
い
。
労
災
認
定
が
厳
し
い

中
、
鉄
道
運
輸
機
構
へ
業
務
災
害
の
訴

え
を
し
て
業
務
災
害
が
認
定
さ
れ
た
。

報
告
集
会
は
５
月
に
開
催
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
闘
い
は
重
要
だ
。

じ
ん
肺
の
取
り
組
み
は
継
続
し
て
進
め

て
い
く
。

年
金
問
題
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は

広
範
な
運
動
を
取
り
組
ん
で
い
く
。

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
組
織
拡
大
に
つ

い
て
、
退
職
者
組
合
は
高
齢
に
な
っ
て

い
る
。
新
し
い
組
合
員
の
加
入
に
つ
い

て
、
退
職
組
合
も
拡
大
に
つ
い
て
後
方

支
援
し
て
い
く
。

こ
れ
か
ら
も
国
労
新
潟
地
本
と
一
緒

に
協
力
し
合
っ
て
が
ん
ば
っ
て
い
く
。

●
裏
面
に
つ
づ
き
ま
す
。
代
議
員
の
発

言
内
容
を
中
心
に
ま
と
め
ま
し
た
。

少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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○この1年間非常に大きなことがおこった。

貨物の１７年ぶりのベア３００円があったが

現状を考えたら、この回答では納得しない。

改善するために努力していく、がんばってい

く。

ＪＲ東日本は、この１年間まさかのことが

発生した。東労組の組織が瓦解し３万人強の

組織がほとんど脱退した。組合組織加入率で

は６５％以上が未加入者となった。

この期に組織拡大のチャンスと考え取り組

みを進めてきたが地本として具体的な指示が

出せなかった。

職場では３６協定について、職場代表選挙

が実施されている。情報の共有など取り組み

を強化していく。

今地本定期大会が成功することを祈願して

あいさつとする。



財
政
関
係
に
つ
い
て

質

疑

財
政
関
係
の
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

●
中
越
事
務
所
の
処
理
問
題
に
つ
い
て
中

越
分
会
の
議
論
経
過
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

○
答
弁
〜
事
務
所
の
今
後
に
つ
い
て
議
論

し
て
き
た
が
最
終
的
に
処
分
す
る
。
組
合

員
の
減
少
と
老
朽
化
、
台
風
な
ど
で
壊
れ

他
に
迷
惑
が
か
か
る
た
め
。
新
た
に
事
務

所
を
検
討
中
だ
。

●
事
務
所
の
便
宜
供
用
に
つ
い
て
、
会
社

と
の
交
渉
が
先
で
は
な
い
か
。
解
体
工
事

に
つ
い
て
JR
と
の
交
渉
で
つ
め
て
い
く
こ

と
。
会
社
の
言
い
な
り
で
は
ど
う
か
。
じ
っ

く
り
話
し
合
っ
て
い
く
こ
と
だ
。

●

職
場
の
状
況
〜
メ
ン
テ
に
つ
い
て

ノ
ー
タ
ッ
チ
だ
。
３
キ
ロ
の
受
け
持
ち
は

変
化
が
無
い
。
２
０
２
０
で
は
何
も
発
生

し
な
い
。
本
指
導
に
な
っ
た
ら
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
が
あ
る
。
巡
回
の
回
数
、
期
間
が
少

な
く
な
り
機
械
的
な
判
断
が
多
く
な
る
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
〜
採
石
、
雑
草
に
つ
い

て
正
確
な
デ
ー
タ
ー
は
無
い
。
要
員
に
つ

い
て
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

酒
田
で
は
、
東
労
組
か
ら
脱
退
し
、

ほ
と
ん
ど
が
社
友
会
に
入
っ
て
い
る
。
掲

示
板
は
所
長
の
承
認
が
な
い
と
掲
示
で
き

な
い
。
社
友
会
は
社
員
で
は
あ
る
が
組
合

で
は
な
い
の
で
社
員
を
守
れ
な
い
。
そ
の

こ
と
が
組
織
拡
大
へ
つ
な
が
っ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
。

雪
害
・
昨
シ
ー
ズ
ン
は
例
年
の
２
倍

の
積
雪
だ
っ
た
。
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
は
要

員
が
い
な
い
の
で
直
轄
で
出
動
し
た
。
地

元
管
内
、
冬
季
体
制
が
取
れ
る
状
況
に
し

て
欲
し
い
。

●
職
場
は
冬
季
は
大
変
な
状
況
だ
っ
た
。

構
内
除
雪
が
で
き
な
い
。
以
前
は
除
雪
機

関
車
が
構
内
に
留
置
し
て
あ
っ
た
。
そ
れ

で
除
雪
し
た
。

構
内
作
業
は
委
託
さ
れ
て
い
る
。
電
気

機
関
車
は
片
パ
ン
運
転
、
委
託
会
社
で
は

除
雪
用
の
デ
ィ
ス
コ
ン
棒
の
取
り
扱
い
は

で
き
な
い
。
区
長
へ
は
要
請
し
て
い
る
。

委
託
会
社
へ
の
要
請
に
つ
い
て
は
団
交

で
上
げ
る
予
定
だ
。
職
場
は
要
員
が
足
り

な
い
。
仕
業
検
査
は
60
歳
以
上
の
高
齢
者

が
多
い
。
代
務
は
技
官
が
対
応
し
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
雇
用
に
つ
い
て
区
長
か
ら
話

が
あ
っ
た
。
65
歳
以
上
の
労
働
条
件
に
つ

い
て
話
し
て
い
く
。
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●東労組の問題がマスコミを通じて報道され

た。３２０００名が未加入になっている。東

労組は現在１２０００名の組織になっている。

脱退した動きについて、会社の動きが早く

なった。宣伝物や情報についてスピーディー

に伝えられている。

●本社交渉～スピーディーとスピードだと言っている。発展するためには進めて

いかなければならないことを、進めていく。会社の言いなりで施策が進めらてい

る。

●グループ会社・施策について～研修など多く開催されている。会社が一気に入

り込んできた。会社人間になっていくこと。ノーマン運転など。社員はどうある

べきか、どう発展していくのか。

●車掌の職場～東労組は指導車掌に指定されていない。東労組から脱退した人は

指定されている。国労も同様に指定されている。労働組合は必要ないと会社は訴

えている。組合が無い実態。未加入者への国労加入の訴えをして拡大行動の取り

組みを強化していく。拡大は第一の課題だ。

●貨物会社～自然災害で大きな打撃があった。貨物の運休は大きなマイナスだ。

社員は絶対乗り切る。経常利益を上げるために社員や家族を犠牲にしている。新

人事賃金制度は賃金を低く抑えるもの黒字化へ進むためだ。構造矛盾や物流対策

など取り組んでいく。国交省への交渉を強化していく。貨物の学習会の開催を求

めていく。

●８月定期大会関係～乗務員勤務の見直し・手当ての削減について改善要求につ

いて交渉へ。これから地方への交渉となる。

●労使間の取り扱いの改訂～組合事務所の便宜供用について支部も認めた。非管

理駅については２名以上の組合員が入ればＡ３のつづりを配置する。宣伝物を掲

示していく。

代議員から各職場の取り組みなど活発な発言をお願いし明日から組織拡大へ取

り組んでいこう。


